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2-ブロモプロパン（CAS no. 75-26-3） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

2-ブロモプロパンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、抗エストロゲ

ン様作用、抗アンドロゲン作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Yu ら(1999)によって、2-ブロモプロパン 100、300、1,000ppm (チャンバー内空気中設定濃度、

変動は設定濃度の５%以内)に 12 週齢から９週間(週７日、日毎８時間)吸入ばく露した雌 F344

ラットへの影響が検討されている。その結果として、100ppm 以上のばく露区で原始卵胞存在

率、発育卵胞存在率の低値、300ppm 以上のばく露区で胞状卵胞存在率の低値、発情周期が不

定期又は認められない個体率の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：卵細胞アポトーシス誘発 

 Kamijima ら(1997)によって、2-ブロモプロパン 98±3、299±9、1,025±34ppm (チャンバー内空気

中測定濃度)に 15 週齢から９週間(週７日、日毎８時間)吸入ばく露した雌 Wistar ラットへの影

響が検討されている。その結果として、299ppm 以上のばく露区で正常発情周期を示す個体率

の低値、1,025ppm のばく露区で体重、胸腺絶対及び相対重量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：不明 

 Wu ら(1999)によって、2-ブロモプロパン 200、600、1,800mg/kg/day を９週齢から５週間(週５

日)皮下投与した雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、200mg/kg/day以上

のばく露群で精巣上体中精子濃度、精巣上体中精子生存率、血清中テストステロン濃度の低値、

精巣上体中精子奇形率の高値、600mg/kg/day以上のばく露群で増加体重、精巣絶対及び相対重

量、妊孕試験における交尾率、妊孕試験における妊孕率の低値、妊孕試験における受精までの

所要日数の遅延、1,800mg/kg/dayのばく露群で精巣上体絶対及び相対重量、妊孕試験における

同腹着床数、妊孕試験における同腹生存胎仔数の低値、妊孕試験における胚吸収率、下垂体中

β-黄体形成ホルモン mRNA相対発現量の高値が認められた。 

また、2-ブロモプロパン 200、600、1,800mg/kg/day を５週齢から７週間(週５日)皮下投与し

た雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、200mg/kg/day以上のばく露群で

精巣上体中精子濃度、精巣上体中精子生存率の低値、精巣上体中精子奇形率の高値、

600mg/kg/day以上のばく露群で増加体重、血清中テストステロン濃度、精巣絶対及び相対重量

の低値、1,800mg/kg/dayのばく露群で精巣上体絶対及び相対重量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 
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エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 
甲状腺 

ホルモン 

抗甲状腺 

ホルモン 

脱皮 

ホルモン 
その他

*
 

－ ○ － ○ － － － ○ 



 2 

 Ohtani ら(2004)によって、2-ブロモプロパン 125、250、500、1,000mg/kg/dayを 12週齢から 24

日間(およそ週２日、合計８日)腹腔内投与した雄 F344 ラットへの影響(投与開始から 31 日目)

が検討されている。その結果として、250mg/kg/day 以上のばく露群で左精巣相対重量の低値、

500mg/kg/day以上のばく露群で右精巣相対重量の低値、1,000mg/kg/dayのばく露群で体重、左

精巣上体相対重量、右精巣上体相対重量、精巣上体中精子数、運動精子率の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：その他の作用(メカニズム不明) 

 Lim ら(1997)によって、2-ブロモプロパン 300、600、900mg/kg/day を８週齢から 21 日間(投与

14 日目から 21 日目までを交配期間とする)腹腔内投与した雌 SDラットへの影響(妊娠 21 日後

に開腹)が検討されている。その結果として、300mg/kg/day 以上のばく露群で妊娠率の低値、

600mg/kg/dayのばく露群で体重の低値、900mg/kg/dayのばく露群で左及び右卵巣相対重量の低

値、発情周期所要日数(妊娠前)の遅延が認められた。 

想定される作用メカニズム：不明 

 Sekiguchi ら(2000)によって、2-ブロモプロパン 500、1,000mg/kg/day を 51～53 日齢から 15 日

間(２から３日間隔にて計 7日)腹腔内投与した雌 F344ラットへの影響が検討されている。その

結果として、500mg/kg/day以上のばく露群で排卵数、発情期における子宮絶対及び相対重量の

低値、発情周期遅延(６日間以上)個体率の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗エストロゲン様作用 

 Sekiguchi と Honma(1998)によって、2-ブロモプロパン 500、1,000、2,000mg/kg/day を 51～53

日齢から 17日間(２から３日間隔にて計８日)腹腔内投与(15日目に雌ウマ血清ゴナドトロピン

及び 17日目にヒト絨毛性ゴナドトロピンを腹腔内投与し排卵誘発処置)した雌 ICRマウスへの

影響が検討されている。その結果として、1,000mg/kg/day以上のばく露群で排卵数の低値が認

められた。 

想定される作用メカニズム：抗エストロゲン様作用 
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